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共振超音波スペクトロスコピー法 (RUS法) を用いた複合材料の弾性特性評価
材料の共鳴振動現象を利用して、振動実験および固有振動解析から得られる共振周波数を比較することで、

逆解析的に複合材料、さらには炭素繊維の弾性特性を決定する。

ホットプレス法による試験片の作製 共振周波数の実験測定
等価剛性の見積もりと

有限要素解析による共振周波数解析
炭素繊維を構成する結晶子と
アモルファスの弾性特性の推定

航空機用先進複合材料の引張強度予測 不連続炭素繊維強化熱可塑性プラスチック
(CMT) の疲労寿命予測破断繊維に隣接する繊維に生じる応力集中を考慮することで、

一方向材料の引張強度を高い精度で予測する。

繊維破断に伴う隣接繊維の
破断現象

フラグメンテーション試験から取得した応力集中の程度を
考慮することで、高い精度で一方向材の強度予測に成功

解析モデルを用いた隣接繊維の
応力収集係数の測定

Unit cell

形状賦形性に富む不連続炭素繊維強化熱可塑性プラスチックの

引張強度ならびに疲労特性を予測する。

CMT材の疲労特性評価

マイクロメカニクス手法による
疲労特性解析

CMT成形プロセスの概念図
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繊維

実験結果と予測結果との比較
(応力レベルと疲労サイクルの関係)

炭素繊維強化プラスチックの
マルチスケール性

山本研究室では、実験研究に主眼を置きつつ、実験研究と

数値計算による両アプローチにより、先進複合材料(CFRP)

の特性評価と予測を行っている。
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